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○ 性被害防止教室
１０月４日(金)は、第１学

年において、日向警察署少年
補導課の２名の警察官を講師
に、自分の心や体を大切にし
ようとする心情や態度を育て
る目的で、性被害防止教室を
行いました。
プライベートゾーンは「水

着で隠れる部分」と「口」のことであること。そして、人
のプライベートゾーンは見ない・触らない（自分も見せな
い・触らせない）ということを学びました。もし、無理矢
理、触られそうになったら「いや！」と言って手で払いの
ける事も教えていただきました。子どもたちは両手を突き
出し、大きな声を出して「いや！」と言う練習を通して、
身を守る方法を学びました。そして、見られたり、触られ
たりして嫌な気持ちになっているお友達がいたら、お家の
人や、学校の先生、地域の大人に知らせることが大切であ
ることも教えていただきました。
幼少児の性犯罪に巻き込まれないための大切な学習とな

りました。２名の警察官の皆様、ありがとうございました。

○ 門川神社への避難訓練
１０月８日(火)の１時間目

に、全校児童で避難訓練を行
いました。今回の訓練は、日
向灘沖で震度６程度の強い地
震が発生した際に、海抜４０
ｍの門川神社へいち早く避難
するというものでした。門川
神社までの到着時間は、低･
中学年が１１分、高学年が１２分でした。
今後も訓練を重ねる度に時間を縮めていくとともに、防

災に対する意識をより一層高めていけるよう、声を掛けて
いきます。そして、１１月８日(金)は、４～６年生と地区
会長様・民生委員児童委員様・門川小学校ＰＴＡ地域安全
部様と防災マップを作成し、それを活用して、１２月１６
日(月)の下校時避難訓練に臨む予定です。

○ 第２回親子であいさつ登校
１０月２０日(日)の運動会

に合わせて行いました。
この活動の目的は、「保護

者があいさつする姿をお子さ
んや周りの児童に見せること
で、お子さん(児童)の率先あ
いさつのきっかけにするとと
もに、地域全体の人間関係を
豊かにする。」「保護者がお子さんとともに通学路を歩いて、
安全状況の再確認をする。」「通学時に大地震が起こったと
きの避難場所を確認する。」でした。
今回、保護者の皆様が率先して「先出しあいさつ」をす

る背中を見て、きっとお子さんは、いっそう素敵なあいさ
つが自分からでき、地域に愛される人になることでしょう。
保護者の皆様及び子ども見守り隊の皆様、地区会長の皆

様、民生委員児童委員の皆様、学校運営協議会委員の皆様、

休日の朝、ご協力いただきましてありがとうございました。

○ 第１２３回門川小学校運動会
１０月２０日(日)は、心地よい天気の中、数多くの方々

にご観覧いただきながら、開催することができました。
開会式では、赤団団長と白団団長の気迫溢れる「団長の

ことば」を聞くことができました。「運動会の歌」でも児
童の元気や喜びが伝わってきました。
エール交換では、団長を中心にお互いの団を鼓舞する姿

が見られました。
徒走では、どの学年も一生懸命走り、何位になってもや

り切った表情を見ることができました。
１・３・５年生は、それぞれ見応えのある団技を行いま

した。予行練習よりも、さらに団結を感じることができま
した。
２・４・６年生は、全員リレーを行いました。仲間にバ

トンを繋ぎ、全力で走る姿が見られました。各団の絆を感
じることができました。
表現・ダンスは、入場から

退場まで、それぞれの学年の
色が出ていました。１年生の
可愛らしいダンスから６年生
の心技一体となった素晴らし
い組体操まで、どの学年も、
そしてどの児童も全力の演技
でした。
全校リレーでは、各学年の代表がバトンを繋ぎながら、

１位をめざして走る姿が見られました。結果は、男女とも
赤団が１位でしたが、どちらの団も白熱した走りでした。
今回の第１２３回運動会が盛会のうちに終えることがで

きましたことは、奉仕作業や前日準備等で多くの保護者の
皆様のご協力があったからだと思っております。ありがと
うございました。また、当日は宮崎県立門川高等学校のボ
ランティア生徒１０名が、用具準備や団付き等の仕事に協
力してくださいました。ありがとうございました。
最後に、一生懸命走り、踊り、力を合わせていろいろな

ことにがんばる児童の姿に、ご来賓の皆様、保護者の皆様、
地域の皆様から大きな声援や拍手をいただきました。心か
ら感謝申し上げます。これからも本校児童への応援をどう
ぞよろしくお願いいたします。

○ １日(金) 秋の遠足[１年～４年]、弁当の日[１年～４年]
○ ６日(水) 鑑賞教室 ※午前中授業(給食あり)
○ ８日(金) 防災講話、防災マップ作成[４～６年]
○ １２日(火) 陸上記録会[６年]
○ １３日(木) むかばき宿泊学習１日目[５年]
○ １４日(木) むかばき宿泊学習２日目[５年]
○ １５日(金) 乙島体験学習[４年]
○ １９日(火) 避難訓練(火災)
○ ２０日(水) ※午前中授業(給食あり)
○ ２１日(木) わんぱく芸術家壁画制作[６年]
○ ２５日(月) クリスマスお話会[４年～６年]
○ ２６日(火) クリスマスお話会[１年～３年]



あいさつ 思い出のエピソード(昨年度からの続き)
ペンネーム ＪＪ ４０歳代
以前、自衛隊で勤務していた時の話です。とても優秀な上司から、

ある日あいさつをされました。上司は病気で休暇をとり実家に帰る
際、門番をしていた自分に、「お疲れさま、お前は頑張れよ。」と言
われました。そして、次の日、亡くなったとの知らせがありました。
自分は、その時のことが何十年たっても忘れられず、今の仕事を頑
張ろうという気持ちになります。
あいさつは、その人の人生を変える１つの言葉かもしれないと

思っています。今日あいさつを交わした人が、明日にはもうできな
くなっているかもしれません。
これからの未来、後悔することのないように、１つ１つのあいさ

つを大事にしていけると良いですね。


